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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

連結経営指標等

　

回次
第38期

第３四半期

連結累計期間

第39期

第３四半期

連結累計期間

第38期

第３四半期

連結会計期間

第39期

第３四半期

連結会計期間

第38期

会計期間
自  平成21年３月１日

至  平成21年11月30日

自  平成22年３月１日

至  平成22年11月30日

自  平成21年９月１日

至  平成21年11月30日

自  平成22年９月１日

至  平成22年11月30日

自　平成21年３月１日

至　平成22年２月28日

売上高 (千円) 29,193,29129,923,2449,687,24010,192,41838,921,174

経常利益 (千円) 1,027,680979,709 335,869 425,3471,589,922

四半期(当期)純利益 (千円) 468,916 483,630 149,826 211,759 750,308

純資産額 (千円) ― ― 15,843,57916,534,04116,303,451

総資産額 (千円) ― ― 29,998,58931,802,37030,003,434

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,093.021,139.571,124.53

１株当たり

四半期(当期)純利益金額
(円) 32.44 33.50 10.37 14.67 51.92

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額
(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 52.6 51.7 54.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 1,492,0701,679,132 ― ― 2,148,445

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △1,431,406△1,743,175 ― ― △1,292,180

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △226,534△454,853 ― ― △521,888

現金及び現金同等物の

四半期末(期末)残高
(千円) ― ― 3,925,0393,972,6604,425,286

従業員数 (名) ― ― 4,643 4,937 4,624

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

(1) 事業内容の重要な変更

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

(2) 主要な関係会社の異動

セキュリティ事業およびその他の事業を行っている連結子会社東京シーエスピー㈱から、セキュリ

ティ事業を中心とした非連結子会社エスシーエスピー㈱に事業の一部を譲渡いたしました。その結果、東

京シーエスピー㈱は引き続き連結子会社とし、エスシーエスピー㈱は重要性が増したため、当第３四半期

連結会計期間から連結子会社といたしました。

事業の系統図は、次のとおりであります。

　

　

EDINET提出書類

セントラル警備保障株式会社(E04799)

四半期報告書

 3/23



３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年11月30日現在

従業員数(名) 4,937

(注) 従業員数は就業人員であります。

　
　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年11月30日現在

従業員数(名) 3,770

(注) 従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社グループは生産活動を行っておりませんが、当第３四半期連結会計期間末日現在実施中の業務別

契約件数は、次のとおりであります。

　

事業の種類別セグメントの名称 契約件数(件) 前年同四半期比(％)

(セキュリティ事業) 　 　

常駐警備 813 100.9

機械警備 69,081 105.1

運輸警備 2,539 102.2

小計 72,433 104.9

(その他の事業) 317 94.9

合計 72,750 104.9

　
(2) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における事業の種類別ごとの業務別販売実績は、次のとおりであります。

　

事業の種類別セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

(セキュリティ事業) 　 　

常駐警備 5,325,042 106.5

機械警備 3,183,657 101.5

運輸警備 665,971 99.5

工事・機器販売 869,731 120.5

小計 10,044,403 105.4

(その他の事業) 148,014 93.2

合計 10,192,418 105.2

　　(注) １　上記金額には消費税等を含んでおりません。

　　２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

東日本旅客?道㈱ 1,096,246 11.3 1,167,744 11.5

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　
３ 【経営上の重要な契約等】

(1)業務提携基本契約

契約会社名 相手方の名称 契約の名称 契約内容 契約期間

セントラル警備保

障㈱(当社)

東日本旅客鉄道

㈱

 (ＪＲ東日本)

業務提携基本

契約書

当社との資本提携及びＪＲ東日本グ

ループに対する警備サービスの提供に

関する業務提携（対価：物件ごとの個

別警備契約書による）。

平成９年12月18日

締結、以後1年ごと

の自動更新
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1)経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府の景気対策や海外経済の改善等があったも

のの、急激な円高や依然として厳しい雇用環境、緩やかなデフレ状態の継続など、先行き不透明な状況

が続きました。

当警備業界におきましては、セキュリティニーズは高いものの、警備品質の維持に伴うコスト増、同

業間での非常に厳しい価格競争等が続く経営環境に置かれております。

このような状況の中、当社グループは平成21年３月よりスタートした新中期経営計画「ＣＳＰ

ニューパワーアップ計画」の２年目を迎え、お客さま価値の創造を前面に掲げ、ソリューション型営業

の実践、品質の高い警備サービスの提供及び主力商品・サービスの販売強化等、ＣＳＰブランド力の向

上に努めてまいりました。

その結果、当第３四半期連結会計期間における当社グループの業績は、常駐警備の臨時警備が好調

だったこともあり、売上高は101億９千２百万円（前年同期比5.2％増）となりました。利益面につきま

しては、営業利益は４億１千８百万円（前年同期比28.6％増）、経常利益は４億２千５百万円（前年同

期比26.6％増）となり、四半期純利益は２億１千１百万円（前年同期比41.3％増）となりました。

事業部門別の業績は次のとおりであります。

(セキュリティ事業）

常駐警備部門につきましては、前連結会計年度中の解約による契約件数の減少及び見直しによる減

額などで保有高が減少したものの臨時警備が好調だったこともあり、当第３四半期連結会計期間の常

駐警備部門の売上高は53億２千５百万円（前年同期比6.5％増）となりました。

機械警備部門につきましては、厳しい企業間競争の中、新規受注及び解約防止に尽力してまいりまし

た。この結果、機械警備部門の売上高は31億８千３百万円（前年同期比1.5％増）となりました。

運輸警備部門につきましては、集配金サービスに尽力したものの低調に推移したため、売上高は６億

６千５百万円（前年同期比0.5％減）となりました。

工事・機器販売部門につきましては、当社独自商品「ポンカメ」を含む防犯カメラ関連及び鉄道系

ＩＣカード（Suica・PASMO・ICOCAなど）が利用できる入退室管理システム「centrics（セントリッ

クス）シリーズ」が好調に推移したこともあり、工事・機器販売部門の売上高は８億６千９百万円

（前年同期比20.5％増）となりました。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間のセキュリティ事業の売上高は100億４千４百万円（前年

同期比5.4％増）となりました。

(その他の事業)

その他の事業につきましては清掃業務や電気設備の保安業務等の建物総合管理サービスを中心に事

業を行っております。当第３四半期連結会計期間の売上高は１億４千８百万円（前年同期比6.8％減）

となりました。
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(2)財政状況の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ17億９千８百万円増加し、318億

２百万円（前連結会計年度末比6.0％増）となりました。その主な内容は、未収警備料の増加３億２千

２百万円、有価証券の増加７億円、投資有価証券の増加２億４千２百万円、現金及び預金の減少４億５

千７百万円であります。

負債は、前連結会計年度末に比べ15億６千８百万円増加し、152億６千８百万円（同11.4％増）とな

りました。その主な内容は、買掛金の増加３億９百万円、短期借入金の増加３億１千３百万円、未払法人

税等の増加１億４千１百万円、預り金の増加２億８千９百万円、賞与引当金の増加６億６千８百万円、

長期借入金の減少２億８千８百万円などによるものです。

純資産は、利益剰余金が９千８百万円増加、その他有価証券評価差額金の増加１億１千９百万円など

により、前連結会計年度末に比べ２億３千万円増加し、165億３千４百万円（同1.4%増）となりました。

　

(3)キャッシュ・フローの分析

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の状況は、次の通り

であります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

税金等調整前四半期純利益４億１千２百万円、減価償却費３億２千４百万円、賞与引当金６億４千６

百万円などの資金の主な増加要因に対し、売上債権３億８千６百万円、法人税等の支払額１億９千５百

万円などの資金の主な減少要因により、当第３四半期連結会計期間の営業活動の結果、増加した資金は

９億８千万円（前年同四半期連結会計期間に比べ３千９百万円の減少）であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

有形固定資産の取得による支出２億１千万円などにより、当第３四半期連結会計期間の投資活動の

結果、使用した資金は２億９千５百万円（前年同四半期連結会計期間に比べ３千３百万円の減少）で

あります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

配当金の支払による支出２億２百万円などにより、当第３四半期連結会計期間の財務活動の結果、減

少した資金は２億１千６百万円（前年同四半期連結会計期間に比べ３百万円の減少）であります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)研究開発活動

当第３四半期連結会計期間において、当社グループにおける研究開発活動の状況に重要な変更はあ

りません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除去等

について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。また、新たに確定した重要な設備の新

設、拡充、改修、除去、売却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年11月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,816,692 14,816,692
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 14,816,692 14,816,692 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年９月１日～
平成22年11月30日

― 14,816,692 ― 2,924,000 ― 2,781,500
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

東日本旅客鉄道株式会社 渋谷区代々木二丁目２番２号 3,704 25.0

株式会社もしもしホットライン 渋谷区代々木二丁目６番５号 726 4.9

セントラル警備保障社員持株会
新宿区西新宿二丁目４番１号
新宿NSビル

569 3.8

三井物産株式会社
(常任代理人　資産管理サービス信託銀行
株式会社)

千代田区大手町一丁目２番１号
(千代田区大手町一丁目２番１号
三井物産株式会社内)

445 3.0

住友商事株式会社 中央区晴海一丁目８番11号 362 2.4

セントラルセキュリティリーグ持株会
新宿区西新宿二丁目４番１号 
新宿NSビル

334 2.3

株式会社三井住友銀行 千代田区有楽町一丁目１番２号 310 2.1

株式会社みずほ銀行
(常任代理人　資産管理サービス信託銀行
株式会社)

千代田区内幸町一丁目１番５号
(中央区日本橋茅場町一丁目２番４号)

303 2.0

日本トラスティ・サービス信託銀行株式
会社（信託口）

中央区晴海一丁目８番11号 236 1.6

東洋テック株式会社 大阪府大阪市浪速区桜川一丁目７番18号 229 1.6

計 ― 7,222 48.7

(注)　１　所有株式数は千株未満を切り捨てて記載しております。

２　当社は、自己株式379千株を所有しておりますが、当該自己株式は議決権の行使が制限されているため、上記の大

株主から除いております。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成22年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）

― ―
普通株式 379,300

（相互保有株式）

普通株式 15,800

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,388,700 143,887 ―

単元未満株式 普通株式 32,892 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 　 14,816,692― ―

総株主の議決権 ― 143,887 ―

(注) １　「単元未満株式」には当社所有の自己株式46株が含まれております。

２　「完全議決権株式(その他)」には、証券保管振替機構名義の株式が2,100株(議決権21個)、「単元未満株式数」に

は、同名義の株式が71株含まれております。
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② 【自己株式等】

平成22年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
セントラル警備保障㈱

東京都新宿区西新宿
二丁目４番１号
新宿NSビル

379,300 ― 379,300 2.6

（相互保有株式）
㈱トーノーセキュリティ

岐阜県多治見市
上野町五丁目
38番１号

15,800 ― 15,800 0.1

計 ― 395,100 ― 395,100 2.7

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】
　

月別
平成22年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高(円) 910 909 885 854 846 819 809 805 830

最低(円) 863 870 823 802 800 784 754 760 762

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役 常務執行役員
エスシーエスピー株式会社 顧問
(8月2日 同社代表取締役社長就任)

取締役 常務執行役員
警務本部長
兼 警送部長

山根　温海 平成22年８月１日

取締役 常務執行役員
警務本部長

兼 警務統括部長

取締役 執行役員
警務本部副本部長
兼 警務統括部長

菅原　擁 平成22年８月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年９月１

日から平成21年11月30日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,115,011 8,572,231

受取手形及び売掛金 705,995 603,273

未収警備料 3,545,543 3,223,414

有価証券 700,000 －

貯蔵品 846,903 742,574

その他 2,070,161 1,434,877

貸倒引当金 △20,716 △13,136

流動資産合計 15,962,898 14,563,234

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,156,199 4,149,050

減価償却累計額 △1,852,252 △1,753,998

建物及び構築物（純額） 2,303,947 2,395,052

警報機器及び運搬具 10,481,311 10,197,377

減価償却累計額 △7,814,185 △7,477,914

警報機器及び運搬具（純額） 2,667,126 2,719,462

その他 2,546,701 2,427,376

減価償却累計額 △666,178 △614,206

その他（純額） 1,880,523 1,813,170

有形固定資産合計 6,851,596 6,927,685

無形固定資産 657,506 665,013

投資その他の資産

投資有価証券 4,845,764 4,603,354

その他 3,521,205 3,281,319

貸倒引当金 △36,601 △37,173

投資その他の資産合計 8,330,368 7,847,500

固定資産合計 15,839,472 15,440,199

資産合計 31,802,370 30,003,434
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,316,278 1,006,901

短期借入金 1,198,904 885,802

未払法人税等 545,507 403,609

前受警備料 297,664 291,499

預り金 4,132,413 3,843,116

賞与引当金 1,481,551 812,632

役員賞与引当金 31,650 41,900

その他 2,469,477 2,683,326

流動負債合計 11,473,447 9,968,787

固定負債

長期借入金 1,229,249 1,517,700

退職給付引当金 169,185 173,185

役員退職慰労引当金 20,106 10,400

その他 2,376,340 2,029,909

固定負債合計 3,794,882 3,731,196

負債合計 15,268,329 13,699,983

純資産の部

株主資本

資本金 2,924,000 2,924,000

資本剰余金 2,784,157 2,784,162

利益剰余金 9,135,170 9,036,276

自己株式 △346,683 △346,192

株主資本合計 14,496,644 14,398,245

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,974,286 1,855,048

繰延ヘッジ損益 △18,539 △17,369

評価・換算差額等合計 1,955,747 1,837,678

少数株主持分 81,650 67,526

純資産合計 16,534,041 16,303,451

負債純資産合計 31,802,370 30,003,434
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

売上高 29,193,291 29,923,244

売上原価 23,149,370 23,937,929

売上総利益 6,043,921 5,985,315

販売費及び一般管理費

役員報酬 222,597 226,749

給料及び手当 1,745,102 1,711,045

賞与 93,832 92,585

賞与引当金繰入額 320,089 306,950

役員賞与引当金繰入額 30,000 30,900

退職給付費用 34,271 37,610

その他 2,681,213 2,710,628

販売費及び一般管理費合計 5,127,107 5,116,468

営業利益 916,814 868,846

営業外収益

受取利息 12,318 11,266

受取配当金 79,765 79,519

その他 71,005 77,732

営業外収益合計 163,090 168,518

営業外費用

支払利息 46,821 50,588

その他 5,402 7,067

営業外費用合計 52,223 57,655

経常利益 1,027,680 979,709

特別利益

前期損益修正益 63 －

投資有価証券売却益 － 6,344

貸倒引当金戻入額 369 1,017

固定資産売却益 － 427

その他 － 1,000

特別利益合計 432 8,789

特別損失

前期損益修正損 14,270 －

固定資産除却損 75,871 32,995

その他 5,463 810

特別損失合計 95,605 33,805

税金等調整前四半期純利益 932,507 954,693

法人税、住民税及び事業税 619,959 725,697

法人税等調整額 △178,804 △269,488

法人税等合計 441,154 456,209

少数株主利益 22,436 14,854

四半期純利益 468,916 483,630
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年９月１日
　至 平成22年11月30日)

売上高 9,687,240 10,192,418

売上原価 7,679,387 8,099,545

売上総利益 2,007,852 2,092,872

販売費及び一般管理費

役員報酬 68,861 84,854

給料及び手当 574,942 577,093

賞与引当金繰入額 135,978 132,843

役員賞与引当金繰入額 9,376 10,900

退職給付費用 11,403 9,853

その他 882,099 859,268

販売費及び一般管理費合計 1,682,661 1,674,812

営業利益 325,190 418,059

営業外収益

受取利息 2,026 2,343

受取配当金 900 782

その他 26,143 28,385

営業外収益合計 29,070 31,511

営業外費用

支払利息 15,305 17,421

その他 3,085 6,801

営業外費用合計 18,391 24,222

経常利益 335,869 425,347

特別利益

前期損益修正益 48 －

固定資産売却益 － 427

その他 － 200

特別利益合計 48 627

特別損失

前期損益修正損 1,214 －

固定資産除却損 20,785 12,992

その他 4,903 －

特別損失合計 26,903 12,992

税金等調整前四半期純利益 309,014 412,982

法人税、住民税及び事業税 448,585 517,486

法人税等調整額 △296,107 △320,085

法人税等合計 152,477 197,401

少数株主利益 6,710 3,821

四半期純利益 149,826 211,759
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 932,507 954,693

減価償却費 942,433 919,353

固定資産除却損 75,871 32,995

前払年金費用の増減額（△は増加） △140,815 △185,918

賞与引当金の増減額（△は減少） 665,917 665,048

受取利息及び受取配当金 △92,084 △90,786

支払利息 46,821 50,588

売上債権の増減額（△は増加） 96,984 △401,083

たな卸資産の増減額（△は増加） 167,857 △104,037

仕入債務の増減額（△は減少） △72,147 309,377

未払費用の増減額（△は減少） △209,472 △190,697

その他 △342,291 264,352

小計 2,071,583 2,223,885

利息及び配当金の受取額 92,084 90,786

利息の支払額 △47,440 △51,203

法人税等の支払額 △624,157 △584,336

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,492,070 1,679,132

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △19,110 △37,517

有価証券の取得による支出 △300,000 △700,000

有形固定資産の取得による支出 △844,036 △721,181

無形固定資産の取得による支出 △145,902 △196,554

投資有価証券の取得による支出 △132,357 △70,230

投資有価証券の売却による収入 － 11,448

その他 10,001 △29,139

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,431,406 △1,743,175

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 266,793 137,704

長期借入金の返済による支出 △70,000 △113,052

リース債務の返済による支出 － △74,754

配当金の支払額 △404,843 △404,255

自己株式の取得による支出 △18,565 △555

自己株式の売却による収入 81 59

財務活動によるキャッシュ・フロー △226,534 △454,853

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △165,870 △518,896

現金及び現金同等物の期首残高 4,090,909 4,425,286

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 66,270

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,925,039

※
 3,972,660
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年３月１日  至  平成22年11月30日)

１．連結の範囲に関する事項の

変更

(1) 連結の範囲の変更

当第３四半期連結会計期間より、重要性が増したエスシーエスピー株式会

社を連結の範囲に含めております。

　 (2) 変更後の連結子会社の数

４社

　

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

重要なものはありません。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

該当事項はありません。

　

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 至　平成22年11月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に記載されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に記載されている科目の金額との関係

(平成21年11月30日) (平成22年11月30日)

現金及び預金勘定 8,194,631千円

運輸警備用現金及び預金 △4,227,111　
預入期間が

 ３か月を超える定期預金
△42,480　

現金及び現金同等物 3,925,039　

現金及び預金勘定 8,115,011千円

有価証券勘定（譲渡性預金） 700,000　
　　　　　計 8,815,011　
運輸警備用現金及び預金 △4,094,283　
預入期間が

 ３か月を超える定期預金
△48,067　

預入期間が

 ３か月を超える譲渡性預金
△700,000　

現金及び現金同等物 3,972,660　
　

　

EDINET提出書類

セントラル警備保障株式会社(E04799)

四半期報告書

18/23



(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成22年11月30日）及び

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期連結会計期間末

普通株式(株) 14,816,692

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期連結会計期間末

普通株式(株) 379,346

　

３　配当に関する事項

　(1)配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月27日
定時株主総会

普通株式 202,131 14.00平成22年２月28日 平成22年５月28日 利益剰余金

平成22年10月７日
取締役会

普通株式 202,124 14.00平成22年８月31日 平成22年10月29日 利益剰余金

　

(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年９月１日  至  平成21年11月30日)及び当第３四半期連結会計

期間(自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日)並びに前第３四半期連結累計期間(自  平成21年

３月１日  至  平成21年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22

年11月30日)

全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める「セキュリティ事業」の割合が90％を超え

るため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　
【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年９月１日  至  平成21年11月30日)及び当第３四半期連結会計

期間(自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日)並びに前第３四半期連結累計期間(自  平成21年

３月１日  至  平成21年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22

年11月30日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、記載しておりません。

　
【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年９月１日  至  平成21年11月30日)及び当第３四半期連結会計

期間(自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日)並びに前第３四半期連結累計期間(自  平成21年

３月１日  至  平成21年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22

年11月30日)

海外売上高がないため、記載しておりません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末 (平成22年11月30日) 前連結会計年度末 (平成22年２月28日)

1,139.57円 1,124.53円

　

２  １株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日  至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日  至　平成22年11月30日)

１株当たり四半期純利益 32.44円
　

１株当たり四半期純利益 33.50円
　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　 ２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年３月１日
至  平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年11月30日)

四半期純利益(千円) 468,916 483,630

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 468,916 483,630

期中平均株式数(千株) 14,456 14,437

　

　
第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年９月１日  至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日  至　平成22年11月30日)

１株当たり四半期純利益 10.37円
　

１株当たり四半期純利益 14.67
　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　 ２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年９月１日
至  平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年９月１日
至  平成22年11月30日)

四半期純利益(千円) 149,826 211,759

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 149,826 211,759

期中平均株式数(千株) 14,453 14,437

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第39期(平成22年３月１日から平成23年２月28日まで)中間配当については、平成22年10月７日開催の取

締役会において、平成22年８月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。

①  配当金の総額                                202,124千円

②  １株当たりの金額                                   14円

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成22年10月29日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年１月８日

セントラル警備保障株式会社

　　　　　　　　取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員 　
公認会計士　　手 　塚 　仙 　夫　　㊞

業 務 執 行 社 員　

　

指定有限責任社員 　
公認会計士　　小　島　 洋 太 郎　　㊞

業 務 執 行 社 員　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセン

トラル警備保障株式会社の平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会

計期間(平成21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年３月１日から

平成21年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セントラル警備保障株式会社及び連結子会社

の平成21年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累

計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成23年１月７日
　

セントラル警備保障株式会社

取　締　役　会　御　中

　

有限責任監査法人トーマツ 　
　

指定有限責任社員 　
公認会計士　　小　島　 洋 太 郎　　㊞

業 務 執 行 社 員　

　

指定有限責任社員 　
公認会計士　　鈴　木　　　 　努　　㊞

業 務 執 行 社 員　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセン

トラル警備保障株式会社の平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会

計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年３月１日から

平成22年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セントラル警備保障株式会社及び連結子会社

の平成22年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累

計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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